




1.研究目的

昭和 55 年に厚生省研究班による「離乳食の基本」が世にでてから 13 年が経過し、この間

に我が国での経済・社会環境は大きく変動した。その結果離乳食に大きく影響する現象と

して、市販のいわゆるベビーフードの普及と働く母親の増加が挙げられる。このため「離

乳食の基本」に沿って指導されて来た我が国の離乳食の内容が、現状に即さない面が出て

きた。具体的には離乳食がその多くを保育所で投与されたり、ベビーフードを使用する頻

度が高くなり、母親手作りの離乳食の割合が減少するなど、離乳食の状況が急速に変化し

つつある。他方、病人の食事に関して、成人の病院食が患者の好みによる選択性の導入が

試みられつつある現状で、子供の病院食の現状を把握し、一般家庭での食事の現状との相

違点、保険医療下での小児食の将来への方向づけを探る必要がある。本研究班ではこれら

の点を踏まえて、離乳食の基本の見直しとして病院における小児食の検討を行なう事を目

的として班を組織した。


